
概

拡大 伊豆半島ジオパー

施

ク推進協議会と統合し

策

たことで、長泉町・清

名

水町を加えた15市町

行

で、さらなる広域連携

政

を図り
事業区分 □ 自

運

治事務   □ 法定

営

受託   □ その他

基

今後の方向性 □ 縮小

本

　□ 改善 、伊豆半島

目

の魅力発信や国内外か

標

らの誘客を図る。
（改

共

善措置等）□ 休止　

に

□ 終了
計画対象 □ 

創

実施計画査定対象  

る

□ 行政改革対象 
□

持

 廃止　　　　 

※決

続

算額については、端数

的

処理により、他資料の

に

決算額と差異が生じて

発

いる場合もあります。

展するまち

要 施策の目的 行政課題に的確に対応し、質の高い行政サービスを提供し続けるため、効率的かつ効果的な行政運営を行うこと。

施策の方向 広域連携の強化

伊豆地域・県内市町・箱根～小田原エリア等の周辺市町や民間企業等から構成される各種団体等のネットワークにより、単独では実施できない広域的かつ大規模な事業
■ 計画どおり   

令和　５年度 を展開することができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 各地域・団体との広域的なネットワークづくりを継続して進め、広域連携による効率的で質の高い施策実施をしていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 
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No. 事務事業名

頁

活動内容 コスト（事業

令

費：千円）

美しい伊豆

和

創造センターとの連携

 

令和　４年度 令和　５

5

年度 令和　５年度 令和

年

　６年度 令和　４年度

度

令和　５年度 令和　５

　

年度 令和　６年度
活動

　

指標名 単位
実績 計画 実

事

績 計画 決算 当初予算 決

務

算 当初予算
全体事業概

事

要
①

連携会議の開催 回

業

16 10 27 10
「伊

評

豆を一つに」をテーマ

価

に、世界から称賛され

表

続け
る地域を目指し策

（

定した伊豆半島グラン

個

ドデザインの 0 0 0 0

票

推進組織として、伊豆

）

半島7市6町及び各種

課

団体で構成
②

連携した

名

事業・取組数 事業 5 5

産

5 5
されており、伊豆

業

半島観光戦略の推進、

文

国内観光キャ
ンペーン

化

、外国人観光客等誘客

部

、国内観光誘客等を展

商

令和　７年度の優先度

工

開する。
③1 　□ Ａ

観

　　　 □ Ｂ　　　

光

 □ Ｃ　　　 □ 

課

Ｄ　

定期的に各種会議

作

を開催し、広域事業の

成

合意形成や情報共有を

日

行うとともに、各市町

令

と連携して事業に取り

和

組ん
■ 計画どおり 

　

  
令和　５年度 だ。

６

ユネスコ世界ジオパー

年

クの再認定や定款の改

　

正等で、令和５年度に

８

ついては会議開催回数

月

が増加した。
□ 遅延

　

         
の

１

評価
□ 進展なし  

日

   

■ 維持　□ 


